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 実験室や自然界で観測されるプラズマでは、強いプラズマ乱流が発達するな

ど、「遠非平衡状態」としばしば呼ばれる状態が実現する。「遠」という形容詞

を使う上では、熱平衡状態と比較した仮想的な距離が連想されているが、それ

を具体的に定式化することが求められる。非平衡性の度合いを表現することに

よって、異なるものを共通に比較し、多種類のプラズマの中で生起する多彩な

現象を統一的に理解するための方法ともなる[1]。更には、揺動や構造の緩和速

度を熱平衡での緩和過程と比較することにより、非平衡プロセスによる新状態

への近接や固定条件等も解析することが可能になる。具体的には、ミクロ過程

の緩和時間・距離と、巨視的量の緩和時間・距離の比に着目する仮説が提案さ

れている。この比は、熱平衡ではゼロの極限であるが、実験観測では 1 に近づ
く事の片鱗が見られている。揺動強度に着眼した評価[2]に加え、この観点から
の評価を議論する。L-H遷移の状況下では、巨視的スケールと微視的スケールが

干渉する。遷移条件を電場強度で表現すると、eρpEr/Ti ~ 1 となっている[3]。実
験観測[4]も説明する。この場合、問題の比が O(1)であり、極限的に強い非平衡
状態にある共に、この観点から他の極限状態との比較をする事が出来る。 
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